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Ⅰ ＪＡバンクシステムとは
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ＪＡバンクシステムとは

再編強化法に基づき、ＪＡバンク会員総意のもと
「ＪＡバンク基本方針」を策定。

当方針に基づき、ＪＡ・信連・農林中金が一体的に
事業運営に取組む仕組みであり、平成14年にス
タート。

破綻未然防止システム

破綻未然防止への取組みによりＪＡ経営の健全
性を確保し、組合員・利用者の信頼性を確保。

一体的事業推進

ＪＡバンク全体として総合的戦略を策定し、一体的
な事業推進を実施。

統一的なシステム・事務により、全国どこでも統一
された金融商品・サービスを提供。

全国津々浦々に金融ネットワークを展開。ＪＡバンク
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一体的事業推進
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ＪＡバンク会員の
経営健全性確保

金融サービスの
提供の充実
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再編強化法 ・・・（農林中央金庫及び特定農林水産業協同組合等に
よる信用事業の再編及び強化に関する法律）

農林中金への
指導権限付与など

（ ）内の組織数は
平成22年4月1日現在

なお、平成20年度末の
ＪＡ組織数は759ＪＡ
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Ⅱ 破綻未然防止の取組み
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中央会・監査機構と連携した
指導により相乗効果を発揮
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経営状況等の
モニタリング
【全ＪＡ】

経営状況等の
モニタリング
【全ＪＡ】

改善指導
【基準抵触ＪＡ】

改善指導
【基準抵触ＪＡ】

ＪＡバンク支援基金に
よる支援発動等
【必要なＪＡ】

ＪＡバンク支援基金に
よる支援発動等
【必要なＪＡ】

【ＪＡバンク基本方針に基づく指導の流れ】
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レベル格付指定
（８％未満ＪＡ等）

国内行としての最低自己資本比率（４％）ではなく
国際行並みの８％確保をＪＡバンクの自主ルールに設定
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Ⅲ 健全性確保の状況

自己資本比率・不良債権比率の推移 （14～20年度末）

他業態との比較 （20年度末）

自己資本比率
（単体）

17.6％17.4％17.8％18.1％17.8％17.3％－

3.9％4.4％5.3％6.2％7.4％－－
不良債権比率
（金融再生法開示）

20年度19年度18年度17年度16年度15年度14年度

3.9％9.0％5.8％3.4％1.7％不良債権比率
（金融再生法開示）

17.6％10.2％11.8％10.5％12.4％自己資本比率
（単体）

ＪＡ信用組合信用金庫
地銀

第二地銀
都銀等
（主要11行）

20年度末

（出所） 政府・各業態ＨＰより作成、ＪＡ数字は農林中金調べ

他業態と比較して遜色ない健全性を確保
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Ⅳ 相互牽制の仕組み

（委員）
ＪＡ、信連、農林中金、県連合会
（行政等もオブザーバーとして参画）

ＪＡバンク
県本部委員会

（委員）
県域・地区代表（ＪＡ・信連等）
全国連、外部委員（農業担い手等）

ＪＡバンク
中央本部委員会 モラル

ハザード
防止

経営状況を
相互監視

経営状況等の
モニタリング

改善指導 支援発動等

重要事項を
県内・全国協議

ＪＡバンク支援基金
基金残高
1,689億円
（21/3末）

累計支援額
38件・668億円
（13-20年度）

系統独自の財源拠出により基金造成系統独自の財源拠出により基金造成

セーフティネット

ガバナンス

農林
中金

信連
（36）

各組織、地区・県域への
説明責任を背負って委員会に参画

経営改善
計画策定等

ＪＡ
（719）

経営合理化
経営者（出資者）・
指導責任の明確化

自ら拠出した
支援財源を
保全する責任

４
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